
のしろ市議会だより

■質
長
年
の
不
正
行
為
は
重
大
事
件
と
思
う
。
全
補
助
金

の
う
ち
平
成
９
年
以
前
の
不
正
受
給
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
会
議
所
職
員
の
処
分
は
厳
格
で
あ
っ
た
が
、
役
員
の

監
督
責
任
の
あ
り
方
を
ど
う
感
じ
る
か
。

■答
平
成
９
年
以
前
に
つ
い
て
は
関
係
書
類
が
保
存
さ
れ

て
お
ら
ず
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
公
益
法
人
で

あ
り
な
が
ら
、
数
多
く
の
不
正
受
給
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
。
昨
年
８
月
28
日
に
は
会
議
所
に
適
正
執
行

を
求
め
る
警
告
を
発
し
て
い
る
。
今
後
、
会
員
の
み
な
ら

ず
市
民
の
期
待
に
応
え
る
活
動
を
さ
れ
る
こ
と
が
、
役
職

員
一
同
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
る
。

■質
合
併
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
道
が
あ
り
、

二
ツ
井
地
域
内
の
結
果
は
合
併
は
よ
く
な
か
っ
た
64
・
１

％
と
多
い
状
況
だ
。
原
因
は
、
二
ツ
井
地
域
局
組
織
の
拙

速
な
改
変
と
思
う
が
。

■答
二
ツ
井
地
域
住
民
の
合
併
に
つ
い
て
の
評
価
は
非
常

に
厳
し
く
、
真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合

併
は
究
極
の
行
財
政
改
革
と
い
わ
れ
る
が
、
合
併
す
れ
ば

目
的
が
達
成
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
合
併
後
も
継
続
的
に

行
財
政
改
革
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
課
題
に

は
果
敢
に
取
り
組
み
つ
つ
も
拙
速
に
陥
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
予
算
編
成
と
実
施
計
画
と
の
整
合
性
は

・
大
型
事
業
導
入
に
よ
る
償
還
金
計
画
は

・
学
力
調
査
結
果
の
生
徒
指
導
へ
の
活
用

■質
こ
の
世
界
同
時
大
不
況
の
中
、
市
内
企
業
の
現
況
の

把
握
と
認
識
は
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
対
策
と
効
果
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ
る
経
済
対
策
や
雇
用
対
策

は
あ
る
か
。

■答
企
業
訪
問
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
、
約
８
割
が

事
業
縮
小
傾
向
、
半
数
以
上
が
人
員
削
減
実
施
の
回
答
が

あ
っ
た
。
今
年
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

マ
ル
能
の
利
子
補
給
や
国
の
交
付
金
事
業
等
で
支
援
し
て

い
る
。
利
子
補
給
は
４
件
の
申
請
、
臨
時
職
員
は
３
名
雇

用
し
て
い
る
。
急
激
な
生
活
困
窮
者
へ
の
対
応
と
し
て
の

支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
や
雇
用
相
談
窓
口
へ
相

談
い
た
だ
き
た
い
。

■質
市
の
人
口
減
に
歯
ど
め
が
か
か
ら
な
い
。
前
年
よ
り

１
０
２
８
人
減
少
し
、
昨
年
末
で
６
万
１
８
０
４
人
。
現

況
の
子
育
て
支
援
策
の
ほ
か
に
、
人
口
増
の
た
め
に
結
婚

対
策
室
を
つ
く
る
と
か
直
接
的
な
施
策
は
で
き
な
い
か
。

■答
若
者
の
定
住
に
結
び
つ
く
産
業
創
出
と
雇
用
確
保
、

子
供
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
で
、
一
人
で

も
人
口
が
ふ
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
若
手
職
員
政
策
検

討
会
議
の
提
案
の
趣
旨
を
市
関
連
事
業
に
生
か
し
、
関
係

団
体
等
と
も
連
携
し
、
日
常
活
動
が
出
会
い
の
機
会
に
つ

な
が
る
よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い
。
直
接

的
な
結
婚
対
策
は
今
後
の
検
討
課
題
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
特
別
職
報
酬
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は

・
街
路
樹
の
剪
定
、
今
後
の
市
の
方
針
は

・
火
災
警
報
器
の
支
援

■質
市
民
と
と
も
に
６
万
人
の
人
口
は
守
る
と
の
思
い
で
、

定
住
人
口
の
目
標
設
定
し
て
は
ど
う
か
。
行
政
・
業
界
・

市
民
を
上
げ
て
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
姿
を
描

い
て
み
て
は
ど
う
か
。

■答

人
口
動
向
の
要
因
は
複
雑
な
た
め
合
理
的
な
目
標
設

定
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
上
乗
せ
し
た
人
口
設
定
で
の

基
盤
等
の
量
的
整
備
は
現
実
的
で
な
い
。
総
合
計
画
で
は

人
口
目
標
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
目
指
す
姿

や
状
態
と
目
標
指
標
を
設
定
し
、
実
現
に
向
け
て
行
政
、

市
民
、
団
体
等
が
取
り
組
む
。
そ
の
中
で
一
人
で
も
多
く

の
人
口
が
ふ
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

■質
藤
山
踏
切
は
狭
隘
で
、
大
型
車
の
交
差
ど
こ
ろ
か
普

通
車
の
交
差
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
登
下
校
す
る
生
徒
が
、

危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
渡
っ
て
い
る
状
況
を
い
つ
ま
で

放
置
し
て
い
る
の
か
。

■答

未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
の
対
応
は
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
方
向
づ
け
し
て
い
き
た
い
。
藤
山
踏
切

は
、
立
体
交
差
化
で
は
な
く
踏
切
の
拡
幅
に
よ
る
改
良
を

目
指
し
て
、
今
後
、
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
国
に
改

良
方
法
の
変
更
を
働
き
か
け
、
認
め
ら
れ
た
際
に
は
、
都

市
計
画
決
定
の
変
更
、
拡
幅
に
よ
る
踏
切
改
良
へ
と
進
め

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
こ
の
地
の
経
済
構
造
改
革

・
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
協
議
会

定
住
人
口
の
目
標
設
定
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都
市
計
画
道
路
の
見
直
し

高橋　孝夫
（ 平 政 会 ）
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（よねしろ会）
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未
曾
有
の
経
済
大
不
況
、
市
の
対
応
策

能
代
商
工
会
議
所
補
助
金
不
正
問
題
の
責
任
は

二
ツ
井
地
域
局
の
改
変︵
縮
小
︶に
配
慮
を

齊
藤
市
政
４
年
目
、課
題
の
人
口
増
政
策
は


